
10 月13 日～ 11 月25 日

11 月28 日～ 12 月 1 日

12 月 5 日～ 3 月16 日

 3 月23 日～ 4 月28 日

 5 月 2 日～ 6 月10 日

 6 月12 日～ 7 月 7 日

 7 月28 日～ 9 月22 日

第 5回

第 6回

第 1回

第 2回

第 3回

第 4回

「ミュージアムへいこう！」

「日吉図書館開館 20 年パネル展」＊

「慶應義塾ゆかりの建築家」

「もっと知りたいKEIO―諭吉・義塾・日吉―」

「没後 500 年　クリストファー・コロンブス」

「環境週間―汚染・環境技術―」

「モーツアルト生誕 250 年」

平成 17 年度

平成 18 年度

＊開館 20 周年記念行事（HAPP公募企画）として来往舎ギャラリーで開催

展示期間 タイトル

日吉メディアセンター企画展示一覧

4 おわりに
情報ポータルを実現するために必要な要素を挙げ

た。図書館ポータルとは単なるリンク集ではない。
さらに図書館ポータルはこれまでの図書館のホーム
ページの役割として考えられてきた広報的な役割と
は別の方針に基づいて構築されてゆくものである。
図書館ポータルの構築が利用者の情報要求を満たす
ために不可欠であるとすれば，理想論ではなく実現
するための計画と戦略が必要である。ただし，この
作業は一気に完成できるものでもないし，到達点も
定めることはできない。また，図書館だけでは実現
できないことも多々ある。他部署と連携しながら，
ある時点に実現目標を定めつつ，前進させるしかな
いだろう。
世界中の図書館で，人材の確保・育成，資料の収
集・保存，予算の確保が問題となっている。そのよ
うな状況においても，図書館ポータルを実現し，サー
ビスの向上を実現している図書館は存在する。利用
者のための「次の図書館」と「図書館員の次の時代」
を築くために，ポータル構築を目標とすることは意
味深い挑戦であると思う。
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